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風水害で気象台が提供する
防災気象情報

令和6年度 運輸防災マネジメントセミナー
＆ワークショップ

令和6年（2024年）6月5日
広島地方気象台 広域防災管理官 寺川正之

1 気象災害の実例
2 警戒レベルと各種気象情報

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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④令和元年台風第19号

福岡県朝倉市 赤谷川の洪水害

③平成30年台風第21号

愛媛県宇和島市
の土砂災害

近年、毎年日本のどこ
かで甚大な被害が発
生しています。

①平成29年7月九州北部豪雨

②平成30年7月豪雨

⑤令和2年7月豪雨
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近年発生した主な風水害 平成29年（2017）～令和5年（2023）

西宮市甲子園浜海浜公園付近
（気象台による調査）

長野県長野市 千曲川の氾濫

出典：水害レポート2019（国土交通省）

熊本県人吉市 球磨川の氾濫
出典：水害レポート2020（国土交通省）

広島県広島市 土砂災害

出典：水害レポート2018（国土交通省）
⑥令和3年7月の大雨

静岡県熱海市 土砂災害

出典：国土交通省HP

兵庫県西宮市 高潮による災害

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

出典：国土交通省HP

鳥取県鳥取市 土砂災害出典：水害レポート
2023（国土交通省）

⑦令和5年台風第7号
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平成30年7月豪雨 ～西日本を中心に甚大な被害～

広島・岡山・鳥取の多い所では、4日間で７月の平年降水量の2倍以上の雨が降りました。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

アメダス期間降水量（mm）7月5日～8日
7月6日夜のはじめ頃 雨雲の動き

平成30年7月6日09時

岡山県倉敷市真備町 洪水害 愛媛県大洲市 洪水害

出典：水害レポート2018（国土交通省）



日降水量200mm以上の年間日数
（1976～2023年）

全国の大雨・短時間強雨の年間発生頻度は、長期的にみて増加している。

最近10年間（2014～2023年）の平均年間日数（約
251日）は、統計期間の最初の10年間（1976～1985
年）の平均年間日数（約160日）と比べて約1.6倍に増加
しています。

出典：気象庁ホームページより

1時間降水量50mm以上の年間発生回数
（1976～2023年）

最近10年間（2014～2023年）の平均年間発生回数
（約330回）は、統計期間の最初の10年間（1976～
1985 年）の平均年間発生回数（約226回）と比べて約
1.5倍に増加しています。

近年の雨の降り方
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棒グラフ（緑）は各年の年間日数を示す（全国のアメダスによる観測値を1,300地点あたりに換算した値）。太線（青）は5年移動平均値、
直線（赤）は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

約1.5倍約1.6倍
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気象庁が発信する「防災気象情報」のお話をする前に

シンプルで分かりやすい防災気象情報の再構築に向けて、
防災気象情報全体の体系整理や個々の情報の抜本的な見直し、
受け手側の立場に立った情報への改善などの検討事項を中心に議論を行うため、
令和４年１月から、学識者、報道関係者等による
「防災気象情報に関する検討会」が開催されています。

令和6年5月までに同検討会が8回開催され、
最終とりまとめに向けて検討・作業が進められています。

同検討会での提案を踏まえ、今後、防災気象情報の名称や情報の体系が
整理され、現在のものから変更される予定です。

このような動向ではありますが、本日は、現行の情報体系に基づいてお話します。



竜巻など激しい突風の発生する
危険な気象状況の場合に発表

台風の中心位置や強度の実況及び
予測に関する情報を発表特別警報の種類

大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、波浪

警報の種類
大雨、暴風、暴風雪、大雪、
高潮、洪水、波浪

注意報の種類
大雨、強風、風雪、大雪、
高潮、洪水、波浪、
濃霧、雷、乾燥、なだれ、
着氷、着雪、霜、低温、融雪

警報等を予告、補完する事項を
気象情報として発表

数年に一度程度の短時間の大雨が
観測・解析された場合に発表

水防活動の判断や住民の避難行動
の参考となるように、河川管理者
（国土交通省、広島県）と共同し、
河川を指定して発表

命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発
生してもおかしくない状況となった時に、
対象となる市町を特定して広島県と
広島地方気象台が共同して発表

特別警報

警報・注意報

指定河川洪水予報

土砂災害警戒情報

記録的短時間大雨情報 台風に関する情報

竜巻注意情報

広島県竜巻注意情報 第１号
平成30年9月7日16時06分 広島地方気象台発表

広島県南部は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気
象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積
乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動
するなど、安全確保に努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。

この情報は、7日17時20分まで有効です。

実際の発表例

〇〇県（△△地方）気象情報 実際の発表例

気象庁（気象台）が発表する防災気象情報 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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線状降水帯による非常に激しい雨が
降り続いているときに発表

顕著な大雨に関する気象情報



段階的に発表される防災気象情報と対応する行動
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広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

令和４年6月から、
線状降水帯に関する
予測情報の発表を開始。

令和４年6月から、
線状降水帯に関する
予測情報の発表を開始。

令和４年6月から、
線状降水帯に関する
予測情報の発表を開始。



早期注意情報（警報級の可能性）

［高］：警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。
［中］：［高］より可能性が高くないが、警報を発表するような現象発生の可能性が

ある状況。

鳥取県の早期注意情報（警報級の可能性）発表事例

雨、雪、風、波についての、５日先までの「警報級の現象となる可能性」を発表します。
【明日まで】

05時・11時・17時に発表するほか、修正発表する場合もある。
【明後日から5日先まで】

11時・17時に発表する。（週間天気予報と同じ）

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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〇〇市 警報・注意報・警報の切り替え

警報・注意報（発表）

警報・注意報（継続）

〇〇市の警報・注意報（発表状況）

202〇年〇月30日11時△分　大阪管区気象台　発表

高潮警報大雨警報(土砂災害、浸水害) 暴風警報 波浪警報 雷注意報

洪水警報

9-12 12-15 15-18 18-21 21-24 0-3 3-6 6-9 9-12

大雨

（浸水）
40 70 70 40 浸水警戒

大雨

（土砂災害）
土砂災害警戒

洪水 氾濫

陸上
20 35 35 18 15 12 12

海上
25 40 40 23 20 15 15

波浪 3 4 4 2.5 2.5 1.5 1.5

高潮 0.8 2.8 2.8 2.2 1.5 ピークは30日15時頃

雷 竜巻

30日 31日

〇〇市の警報・注意報（今後の推移）

202〇年〇月30日11時△分発表

〇〇市
備考・

関連する現象

暴風

注意警戒事項 大阪府では、土砂災害や低い土地の浸水、河川の増水、暴風、高波、高潮に警戒してください。

大阪府の警報・注意報（注意警戒事項）

202〇年〇月30日11時△分　大阪管区気象台　発表

警報・注意報の表示（気象庁ホームページ）

1時間最大雨量
の予測です。

昼過ぎから夕方、
大雨（浸水害）
に警戒。

「注意警戒事項」
は必ず確認して
ください。

・警報、注意報が発表されたら、気象庁ホームページ等で必ず内容を確認ください。
・注意警戒事項、3時間毎の今後の推移、量的予想などを確認ください。
・警報、注意報が発表されたら、気象庁ホームページ等で必ず内容を確認ください。
・注意警戒事項、3時間毎の今後の推移、量的予想などを確認ください。

昼前から夕方、暴
風に警戒。風向・
風速の予想も
記載されています。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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「キキクル（危険度分布）」とは、大雨による災害発生の危険度の高まりを地図上で確認できる情報です。

キキクル（危険度分布）の活用について
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広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

浸水キキクル
（大雨警報（浸水害）の危険度分布）

洪水キキクル
（洪水警報の危険度分布）

土砂キキクル
（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）

令和5年（2023年）8月15日17時（台風第7号の影響で鳥取県に大雨特別警報を発表した直後）

■政府インターネットテレビ 「キキクル」
豪雨災害から命を守るために～覚えて下さい！「キキクル」｜政府インターネット
テレビ (gov-online.go.jp)



顕著な大雨に関する情報の例

線状降水帯に関する新たな情報発表
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顕著な大雨に関する中国地方気象情報 第1号
令和5年8月15日07時50分 広島地方気象台発表
（見出し）
岡山県、鳥取県では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ
場所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪水によ
る災害発生の危険度が急激に高まっています。 （以下略）

顕著な大雨に関する情報を補足する図情報の例

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

● 顕著な大雨に関する情報（令和3年6月17日開始）
大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ

場所で降り続いている状況を「線状降水帯」というキーワードを使って解説する情報です。
令和5年5月25日からは、最大30分程度前倒しして発表する運用を開始しました。
※ この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。

● 「線状降水帯」に関する大雨の可能性の半日前程度前からの呼びかけ（令和4年6月1日開始）
令和６年５月28日から、府県単位で呼びかける運用を開始しました。

半日前からの呼びかけ情報の例（これまで）

大雨に関する中国地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 広島地方気象台発表
＜見出し＞
中国地方では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大雨災

害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。（以下略）

半日前からの呼びかけ情報の例（これから）

大雨に関する中国地方気象情報 第〇号
○年○月○日○○時○○分 広島地方気象台発表
＜見出し＞
広島県では、 ○日夜には、線状降水帯が発生して大雨災害

発生の危険度が急激に高まる可能性があります。 （以下略）

府県気象情報は、対象となる県（この例では
広島県のみ）で呼びかけを行います。



防災気象情報の入手方法について
パソコンの表示
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※はじめてログインした時は、県と市町の設定が必要です。

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

【広島市中区の防災情報】

【雨雲の動きとキキクル】

警報・注意報（今
後の推移）の
「詳しく見る」をクリ
ックするとスライド8
のとおり、色分けし
た時系列の表示に
切り替わります。

気象庁 Japan Meteorological Agency (jma.go.jp)



広島地方気象台ホームページで、引用する過去事例の概要をご覧いただけます。

気象情報や記者会見等で過去事例を引用

〇「気象情報等で引用する過去事例」

①
②

③

下スクロール

④

https://www.data.jma.go.jp/hiroshima/jirei.html
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ああか情報の使い方や入手方法について、詳し
く知りたい方は、気象台へお問合せください。

広島地方気象台 広域防災管理官 寺川
電話：082-223-3962気象庁のマスコットキャラクター「はれるん」

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office

気象台が発表する防災気象情報は、リスク
回避のために、鉄道の計画運休や道路の
計画的な通行規制などに活かされています。

気象台が発表する防災気象情報は、リスク
回避のために、鉄道の計画運休や道路の
計画的な通行規制などに活かされています。
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以降のスライドは参考資料
として配布します。



「キキクル（危険度分布）」とは、大雨による災害発生の危険度の高まりを地図上で確認できる情報です。

キキクル（危険度分布）の活用について
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広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



キキクル（危険度分布）の表示判定基準

色が持つ意味 「土砂キキクル」の
判定基準（※１）

「洪水キキクル」の
判定基準（※2）

「浸水キキクル」の
判定基準（※3、４）

災害切迫
実況で大雨特別警報（土砂災
害）の指標に用いる基準に到
達した場合

実況で大雨特別警報（浸水
害）の流域雨量指数の指標に
用いる基準に到達した場合

実況で大雨特別警報（浸水
害）の指標に用いる基準に到
達した場合

危険
実況又は2時間先までの予想
で土砂災害警戒情報の判断基
準以上となる場合

実況又は3時間先までの予想
で洪水警報基準を大きく超過し
た基準以上となる場合

実況又は1時間先までの予想
で大雨警報基準を大きく超過し
た基準以上となる場合

警戒
２時間先までの予測値が大雨
警報（土砂災害）の判断基準
以上となる場合

3時間先までの予測値が洪水警
報報基準以上の場合

１時間先までの予測値が大雨
警報基準以上の場合

注意
２時間先までの予測値が大雨
注意報の判断基準以上となる
場合

3時間先までの予測値が洪水注
意報基準以上の場合

１時間先までの予測値が大雨
注意報基準以上の場合

今後の情報等
に留意

２時間先までの予測値が大雨
注意報の判断基準未満の場合

3時間先までの予測値が洪水注
意報基準未満の場合

１時間先までの予測値が大雨
注意報基準未満の場合

※３：「浸水キキクル」は判定基準に「表面雨量指数」を使い、短時間強雨による浸水害発生の危険度を分布として表示しています。
※２：「洪水キキクル」は、「流域雨量指数等」を使い、中小河川の洪水災害発生の危険度を河川の流路に沿って表示しています。
※１：「土砂キキクル」は判定基準に「土壌雨量指数等」を使い、土砂災害発生の危険度を分布として表示しています。

※４：「浸水キキクル」は「災害切迫」のみ警戒レベル5相当情報に位置づけられています。 16

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office



過去の大災害の発生に対応した指標
「数十年に一度の降雨量」の基準を災害との対応がよくなるよ
う見直し

浸水害：
令和4年6月30日改善

土砂災害：
令和3年度改善

①又は②を満たし、かつ激しい雨がさらに降り続くと予想される
市町村等に発表。
① 流域雨量指数の指標

流域雨量指数として定める基準値以上となる１km格子が
20個以上まとまって出現。

② 表面雨量指数の指標
表面雨量指数として定める基準値）以上となる１km格
子が30個以上まとまって出現。

大雨特別警報（浸水害・土砂災害）の基準は雨量から指数へ 広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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土壌雨量指数、表面雨量指数、流域雨量指数

３つの「指数」により災害リスクの高まりを「雨量」そのものより
適切に評価・判断でき、より的確な警報発表につながります。

土
壌
雨
量
指
数

表
面
雨
量
指
数

流域雨量指数

広 島 地 方 気 象 台
Hiroshima Local Meteorological Office
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雨の強さと降り方（天気予報で用いる用語 「雨の強さと降り方」より）

1時間雨量
（ミリ）

10以上
20未満

20以上
30未満

30以上
50未満

50以上
80未満 80以上

人への影響 地面からの跳ね返り
で足元がぬれる 傘をさしていてもぬれる 傘はまったく役に立たなくなる

屋内
（木造住宅を想定）

雨の音で話し声が
よく聞き取れない 寝ている人の半数くらいが雨に気がつく

屋外の様子 地面一面に水たまりができる 道路が川のようになる 水しぶきであたり一面が白っぽくなり、視界が悪くな
る

車に乗っていて ワイパーを早くしても
見づらい

高速走行時、車輪と
路面の間に水膜が生
じブレーキが効かなく
なる（ハイドロプレー
ニング現象）

車の運転は危険

雨の強さ
（予報用語） やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

人の受ける
イメージ ザーザーと降る どしゃ降り バケツをひっくり返した

ように降る
滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫
感がある。恐怖を感ずる。
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風の強さと吹き方（天気予報で用いる用語 「風の強さと吹き方」より）

平均風速
（m/s）

10以上
15未満

15以上
20未満

20以上
25未満

25以上
30未満

30以上
35未満

35以上
40未満

40
以上

おおよその時速
（km/h） ～50 ～70 ～90 ～110 ～125 ～140 140

以上

速さの目安 一般道路の自動車 高速道路の自動車 特急電車

人への影響
風に向かって歩きに
くくなる。
傘がさせない。

風に向かって歩け
なくなり、転倒する
人も出る。高所作
業は極めて危険。

何かにつかまっていないと立って
いられない。飛来物によって負
傷するおそれ。

屋外での行動は極めて危険。

屋外・樹木の
様子

樹木全体が揺れ
始める。電線が揺
れ始める。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が
外れ始める。

細い木の幹が折れたり根の張っていない木が倒れ
始める。看板が落下・飛散する。道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。電柱
や街灯で倒れるものがある。
ブロック壁で倒壊するものが
ある。

走行中の車

道路の吹流しの角
度が水平になり、
高速運転中では
横風に流される感
覚を受ける。

高速運転中では
横風に流される感
覚が大きくなる。

通常の速度で運転するのが困
難になる。 走行中のトラックが横転する。

建造物

樋（とい）が揺れ
始める。

屋根瓦・屋根葺材
がはがれるものがあ
る。雨戸やシャッタ
ーが揺れる。

屋根瓦・屋根葺材が飛散する
ものがある。固定されていない
プレハブ小屋が移動、転倒す
る。ビニールハウスのフィルム
（被覆材）が広範囲に破れ
る。

固定の不十分
な金属屋根の
葺材がめくれる。
養生の不十分
な仮設足場が
崩落する。

外装材が
広範囲にわ
たって飛散
し、下地材
が露出する
ものがある。

住家で倒
壊するもの
がある。鉄
骨構造物
で変形する
ものがある。

おおよその瞬間風速

風の強さ
（予報用語） やや強い風 強い風 非常に強い風 猛烈な風

20m/s 30m/s 40m/s 50m/s 60m/s
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